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等

　
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

元生き
だより

げん い

いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！いつまでも現役世代！

○捜索時の流れ

市
で
は
、
認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
身
元
不
明
者
が
保
護

さ
れ
た
際
、
速
や
か
に
行
方
不
明
者
の
発
見
や
身
元
不
明
者
の
特
定
に
つ
な

げ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
ま
す
。

 

対
象
者

市
内
に
居
住
ま
た
は
住
所
を
有

し
、
65
歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者

お
よ
び
若
年
性
認
知
症
と
診
断
さ

れ
た
方

 

事
前
登
録

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
登
録
で
き
ま
す
。
登
録
し
た
情

報
は
結
城
警
察
署
に
情
報
提
供
し

ま
す
。

行
方
不
明
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
方
の
名
前
や
特
徴
、
写
真
な
ど

の
情
報
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

早
期
発
見
・
保
護
に
つ
な
が
り
ま

す
。

 

茨
城
県
お
か
え
り
マ
ー
ク

靴
や
杖
、
衣
服
な
ど
身
の
回
り
の
物
に
つ
け
て
お
け
る
防
水
反
射
素
材
や
、

ア
イ
ロ
ン
シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

窓
口
で
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
●
問
合
先
　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
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体験入会活動費
男性 10,000円　女性 5,000円　登録費は別途必要

※公的書類の提出・面接可能な方！！

※お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。
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減
塩
し
て
い
ま
す
か
？

口こ
う

け
ん
　 

広
場
2020

虫
歯
の
重
症
化

口
歯
は
「
硬
組
織
」
と
い
う
硬
い
物
質
で

で
き
て
お
り
、
そ
の
中
の
芯
に
な
る
部
分
を

「
象
牙
質
」と
いい
ま
す
。
象
牙
質
の
表
面
は

「
エ
ナメ
ル
質
」
と
い
う
厚
さ
1
mm
程
度
の
組

織
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
象
牙
質
を
守
っ
て
い

ま
す
。
象
牙
質
の
中
は
「
歯
髄
（
し
ず
い
）」

と
い
う
神
経
や
血
管
の
あ
る
組
織
で
満
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

象
牙
質
を
守
る
エ
ナ
メ
ル
質
も
、
虫
歯
菌

の
出
す
酸
に
絶
え
ず
さ
ら
さ
れ
る
と
、
表
面

に
白
色
の
変
化
が
生
じ
、
さ
ら
に
放
置
す
る

と
エ
ナ
メ
ル
質
が
崩
壊
し
て
虫
歯
（
歯
に
穴

が
開
い
た
状
態
）
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で

進
行
す
る
と
、
虫
歯
は
す
ぐ
に
象
牙
質
、
そ

し
て
歯
髄
に
達
し
、
神
経
を
刺
激
し
て
強
い

痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
経
過
で
虫
歯
は
重
症
化
し
ま
す
。

虫
歯
の
重
症
化
の
予
防
は
、
初
期
の
対

応
に
か
かっ
て
い
ま
す
。
エ
ナ
メ
ル
質
の
表
面

に
白
色
の
変
化
が
生
じ
た
段
階
で
、
フッ
素

塗
布
な
ど
予
防
処
置
を
す
る
こ
と
で
進
行

を
止
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
白
色

の
変
化
も
初
期
段
階
は
見
つ
け
に
く
い
の
で
、

定
期
的
な
歯
の
検
診
が
大
切
で
す
。

（
結
城
市
歯
科
医
師
会
）

細菌（中耳炎や膀胱炎などの原因）もウイルス（か
ぜ、インフルエンザやコロナの原因）も人間や動物
に対して感染症を引き起こす微生物です。細菌は
細胞を持っており、自力で増殖することができるの
に対して、ウイルスは細胞もなく自力で増殖もできま
せん。そのため、ウイルスは動植物の細胞に入って
増殖します。

よく聞く抗生剤とは、主に細菌を対象として増殖
や生存に必要な細胞壁や細胞膜といった構造を壊
すことで細菌を殺すものです。しかし、ウイルスはそ
のような細胞を持っていないので、抗生剤ではウイ
ルスを殺すことができません。ウイルスはタンパク質
の殻に遺伝子が入っているだけの簡単な構造をして
おり、性質を変化しやすいので、コロナウイルスの
薬を作ろうとしても形が変化してしまいます。よって、
ウイルス（かぜなど）の薬を作るのは難しいのです。 

（結城市薬剤師会）

細菌とウイルスの違いとは？

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準
（
2
0
2
0
）」
で
は
、

塩
分
摂
取
量
は
1
日
当
た
り
男
性

7
·
5
g
未
満
、
女
性
6
·
5g
未
満

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
民
の

1
日
当
た
り
の
塩
分
摂
取
量
（
2
0
1
6
）
は
、
男
性

11
·
4
g
、
女
性
9
·
7
g
と
の
報
告
が
あ
り
、
男
女
と

も
塩
分
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

塩
分
が
体
内
に
入
る
と
、
血
液
中
の
塩
分
濃
度
が
高
ま

り
、
そ
れ
を
薄
め
よ
う
と
水
分
が
引
き
込
ま
れ
、
血
液
の

流
量
が
増
え
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
を

送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
る
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、

高
血
圧
か
ら
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
塩

分
を
排
出
す
る
腎
臓
に
も
負
担
が
か
か
り
、
腎
不
全
の
リ

ス
ク
も
上
昇
し
ま
す
。

茨
城
県
民
は
、
脳
卒
中
や
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
血
管

疾
患
で
の
死
亡
率
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
予
防
に
は
減
塩
が

重
要
で
す
。

〈
減
塩
の
工
夫
〉

①
麺
類
の
汁
は
飲
ま
な
い

②
減
塩
醤
油
に
す
る
、醤
油
は「
か
け
る
」か
ら「
つ
け
る
」へ

③
お
弁
当
の
漬
物
は
残
す

④
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
の
汁
物
は
1
日
1
杯
ま
で

⑤
ハ
ム
や
ね
り
製
品
な
ど
の
加
工
食
品
は
控
え
め
に

な
お
、
食
品
に
は
栄
養
成
分
表
示
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
塩
相
当
量
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
商
品
も
あ
り

ま
す
が
、「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
食
塩
＝
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
の

で
、
食
塩
中
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
ま
す
。

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
（
m
g
）
×
2
·

54
÷
1
0
0
0
＝
食

塩
相
当
量
（g
）
」

ま
た
は
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
約
4
0
0
m
g
＝
食
塩
相
当

量
1
g
」
で
覚
え
て
お
く
と
、
計
算
し
や
す
い
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
減
塩
を
少
し
ず
つ
意
識
し
て
生
活
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
城
市
医
師
会
）
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市介護保険課 介護認定係　 　54 − 7001

◎シリーズ　介護保険

要介護認定の申請
介護サービスを利用して、生きいきとした
自分らしい生活を送りましょう
ホームヘルパーやデイサービス、介護保険施設
入所などの介護サービスを利用するためには「要
介護認定」を受ける必要があります。
申請から介護度が決まるまで約1カ月かかりま
す。申請の際には「介護保険被保険者証」が必要
です。

申請からサービス利用までの流れ
①介護保険課窓口で申請
申請は本人のほか家族でも構いません。また、
次の施設でも申請の依頼ができます。
・地域包括支援センター　・居宅介護支援事業者
・介護保険施設

②認定調査員による調査
認定調査員が自宅を訪問し、身体の状態や生活
の様子を調査します。定められた項目に従って調
査員が質問し、普段の暮らしぶりなどについて伺
う場合もありますので、できるだけ具体的に日ご
ろの状況を伝えてください。

③主治医意見書の取り寄せ
かかりつけ医から主治医意見書を取り寄せます。
意見書は、市から医療機関に直接依頼します。

④要介護度の審査
介護認定審査会で要介護度が決まり、自宅に結
果が届きます。保健・医療・福祉の専門家が審査
します。

⑤介護支援専門員（ケアマネジャー）と相談
要支援・要介護認定を受けた方は、介護支援専
門員（ケアマネジャー）と相談し、利用するサー
ビスの計画を立てます。
ケアマネジャーは利用者からの相談に応じて、
利用者の希望や心身の状態にあったサービスが利
用できるように導いてくれる、介護の専門家です。

⑥サービス開始


